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1．はじめに  

近年社会インフラの老朽化が顕在化しており，今後，さらに多くの構

造物へ波及することが懸念されている．予算や人員確保の観点から，そ

のすべてに対して同時に対処することは困難であり，劣化状況に合わせ

た長寿命化・延命化対策が求められている． 

鋼構造物の腐食に対して，塗装が最も一般的な対策として行われてお

り，その維持管理方法として塗膜の全面塗替えが行われている．しかし，

全面塗替えでは同一構造物内の構造特性や環境条件による腐食進行速

度の違いに対応するのは困難であり，橋梁の桁端部などの腐食環境の厳

しい箇所では塗替え時に母材の腐食が進行している事例も多い． 

近年では桁端部など腐食環境の厳しい範囲のみを塗り替える部分塗替えに

対する研究もおこなわれており，支間中央部では腐食進行が緩やかなため支

間中央部を塗替えず，腐食環境の厳しい範囲のみ部分塗替えすることで構造

物全体の健全性が維持できるとした研究結果1)もある． 

本研究では，5年間隔での実施が義務付けられた定期点検の際に，図-1に示

すような支間中央の局所的な腐食部にエアゾールタイプの塗料を直接塗布し，

次回点検までの5年間の腐食進行を抑制する維持管理手法を提案し，複合サイ

クル促進試験による使用塗料と適用可能な素地条件の検討を実施した．  

 

2．複合サイクル促進試験の概要 

使用塗料と素地条件を組み合わせの 5 年間

の耐久性を検討するため，複合サイクル促進試

験を実施した．試験条件を表-1 に示す．サイ

クル条件は JIS K 5600-7-9 に規定されるサイク

ル D として，216 サイクル（1296 時間）の試

験を実施した．サイクル D の手順を図-2 に示

す．また，促進試験のサイクル数は，藤原の研

究 2)による促進試験時間の東京での実時間へ

の換算率を用いた場合の約 6 年間に相当する． 

試験ケースは表-2 に示す塗料と素地条件の組合せで 12 ケース，28 体とした．試験体の塗装は，①2 液性エポキ

シ樹脂塗料，②1 液性エポキシ樹脂塗料，③2 液性エポキシ樹脂防錆剤の 3 種類に，評価の基準として無塗装，Rc-

Ⅲ仕様を加えた 5 種類とした．また，試験体の素地は (A)さび無し，目視評価で試験体全体のさび面積比が 20～30%

程度となる(B)さび状態Ⅰ，さび面積比 60%以上の(C)さび状態Ⅱとした（図-3）．試験中は 12 サイクルごとに試験

体を取り出して外観観察を行い，36 サイクルごとに画像解析によるさび面積率の算出を実施した．  
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表-1 促進試験の条件 

サイクル条件 サイクル D 
サイクル数 216 

試験体寸法(mm) 150×3.2×70 
試験ケース数 12 
試験体数 28 

 

表-2 試験ケース一覧 

ケース 塗料 素地条件 試験体数 ケース 塗料 素地条件 試験体数

1 A 2 7 B 3
2 B 3 8 C 3
3 C 3 9 B 1
4 A 2 10 C 1
5 B 3 11 B 2
6 C 3 12 C 2

塗料 素地条件
　①  2液性エポキシ樹脂塗料 　A さび無し
　②  1液性エポキシ樹脂塗料 　B さび状態Ⅰ
　③  2液性エポキシ樹脂防錆剤 　C さび状態Ⅱ

①

②

③

無塗装

Rc-Ⅲ

 

部分塗替対象範囲

全面塗替対象範囲

桁端部
支間中央部

桁端部

局所的な腐食を点検に合わせて塗装
 

図-1 各塗替手法の適用範囲 

①塩水噴霧（0.5h）
温度：30±2℃

②湿潤（1.5h）
温度：30±2℃
湿度：95±3%RH

③熱風乾燥（2h）
温度：50±2℃

④温風乾燥（2h）
温度：30±2℃

 

図-2 サイクル D概要 
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3．試験結果による性能評価 

（1）外観による評価 

各試験ケースの 180 サイクル終了時（実時間換算 5 年）の状

態を表-3に示す．塗料①はさびが発生せず，塗料②においても

わずかな点さびが発生しているのみで，いずれも健全とされる

状態を維持していた．塗料③は塗膜が透明であり，母材のさび

状態が直接確認できる．ケース 7，8 の試験前の状態は図-3の

（B），（C）であり，母材のさび状態に変化

は無かった．Rc-Ⅲ仕様でもさびは発生してお

らず，塗料①，③は Rc-Ⅲと同等の耐久性を有

すると考える． 

（2）さび面積率による評価 

塗料①，②のさび面積率を表-3に示す．ケ

ース1，4は目視結果，ケース2，3，5，6につ

いては，表中の破線範囲（30mm×50mm）

の画像よりさび面積率を算出した．最大はケ

ース6の1.8%であり，鋼道路橋防食便覧3)が

示すさびの評価区分「3」（0.5%≦X≦8.0%）

であった．この結果から塗料①，②について

はただちに塗替が必要な状態には至っておら

ず，5年後の定期点検時に再度塗装することで

良好な状態を維持できると考える． 

 

4．おわりに 

本研究では定期点検に合わせて実施する

補修塗装手法について複合サイクル促進試

験を実施し，目視およびさび面積率によって

5 年間の耐久性を評価した． 

・目視による評価では，塗料①，③は素地の

さびが進行している状態に塗装した場合

でも塗膜表面にさびがほとんど発生しな

かった．塗料②でもわずかに点さびが発生する程度であり，いずれの条件でも十分な耐久性が確認できた． 

・さび面積率による評価では，塗料①，②はいずれの素地条件でも 2%以下の値となり十分な耐久性が確認できた． 

・現在，塗料①，②，③を実橋に試験的に施工して，施工性の確認および実環境における耐久性を検証中である． 
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表-3 180サイクル経過後の試験体 

塗料 ① ② ③ ④ ⑤ 
ケース 1 4    

さび 
無し 

  

   

さび 
面積率 

(0%) (0%)    

ケース 2 5 7 9 11 

さび 
状態 
Ⅰ 

     
さび 
面積率 

0.0% 0.1% - - - 

ケース 3 6 8 10 12 

さび 
状態 
Ⅱ 

     
さび 
面積率 

0.0% 1.8% - - - 

※さび面積率は破線範囲の画像より算出，（ ）内は目視結果 

         

（A）さび無し （B）さび状態Ⅰ （C）さび状態Ⅱ 

図-3 試験体の素地条件 
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